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膜播種を相乗的に抑制することを証明した。OBP-401 は PTX と組み合わせることで相乗
的にヒト胃癌細胞の活性を抑制した。PTX は癌細胞内でのウイルスの複製を増強させるこ
とで OBP-401 の抗腫瘍効果を高めた。併用療法は mitotic catastrophe の誘導を増加させ、
autophagy や apoptosis を促進させた。ヒト胃癌腹膜播種モデルにおいて、腹膜播種結節は
OBP-401 の腹腔内投与によって GFP 陽性領域として選択的に描出され、PTX は播種結節





との併用による腹腔内投与の胃癌腹膜播種に対する効果を in vitro および in vivo で検討し
た研究である．胃癌細胞株を用いた検討で抗腫瘍効果は OBP-401 と PTX の併用で相乗的
に増強すること，併用により腫瘍細胞の mitotic catastrophe，PTX の腫瘍に対する
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